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   Two cases of testicular teratoma have been reported . The first case was a 9-month-old 
male baby with the tumor developed in the left testis.  Orchidectomy was performed. The 
tumor was  2.4  x  1.4  x  1.6 cm in size and 6 gms in weight . Histological diagnosis was confirmed 
to be an adult teratoma. No sign of abnormality has been hitherto noted within the period 

of one year and two months since the operation. 

   The second case was a 43-year-old man who was noted to have the tumor in the left 

testis. Orchidectomy was performed as same as the first case. The size of tumor measured 

as  7.0  x  4.5  x  5.0 cm and weighed 130  gms. Histological examination revealed an adult teratoma. 

No evidence of reccurrence has been noticed during the observation for three years and three 

months since the operation. 

   In Japan, 127 cases of testicular teratoma have been reported until March, 1964. The 

results of statistical analysis of these cases togather with our new cases, totalling 129, have 

been briefly presented.

緒 言

睾丸腫瘍は泌尿性器腫瘍中3～4%と い わ

れ,比 較的稀な疾患であるが,睾 丸奇形腫はそ

の睾丸腫瘍の2～4%の 発生頻度でさらに稀な

疾患である.わ れわれは最近睾丸奇形腫2例 を

経験 したので,こ こにその概要を報告するとと

もに,わ れわれが集計しえた127例 に自験例を

加えた129例 について統計的考察をこころみた

ので,そ れについても触れたいと思う

症 例

症例19ヵ 月,男 子・

初診:昭 和38年5月18日.

主訴:左 睾丸腫脹,

現病歴:約2週 間前より左睾丸の腫脹に母親が気づ

き,1週 間前某医を訪れた.そ こで左陰嚢穿 刺 を う

け,血 性の液約2ccを 得 たとい う.そ の腫脹は次第に

増大してきたので,当 泌尿器科外来を訪れた.

既往歴および家族歴:特 記事項はない.

現症:体 格中等度.栄 養良好.胸 部,腹 部に異常を

認めない.全 身の リソパ腺腫脹はない.両 腎をふれな

い.陰 茎仮性包茎。会陰部正常.右 睾丸,右 副睾丸,

精索はいずれも正常。左睾丸は鳩卵大,表 面平滑で,

硬さは弾性硬,波 動および透光性はない.周 囲との癒

着はなく,圧 痛,熱 感もない.左 副睾丸は確認できな

かつた.

検査成績=尿 には異常所見はなく,フ リードマソ試

験は陰性.胸 部 レ線像に転移像を認めない.

臨床診断=左 睾丸腫瘍と診断し,即 日入院させた,
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手術:昭 和38年5月23日,吸 入麻酔のもとに左睾丸

捌出術を施行した.捌 出標本は図1の ごとく,大 きさ

は,2.4×1.4×1.6cm,重 量69,卵 円形を呈し,表 面

は一般に平滑で灰白色,弾 性硬で,副 睾丸と思われる

ものは発見出来なかつた.割 面は図2の ごとく,大 部

分が黄白色,一 部乾酪様物質をいれ,壊 死に陥つたと

ころもみられた.

組織学的所見;別 出標本は諸組織,器 管も不規則に

混在している.す なわち,閥 質にあたる部分には紡錘

型核の細胞に富んだ幼若結合組織からなり,そ のとこ

ろどころに大小種々の円形および不規則形を示す境界

明確な軟骨組織(図3)が 散在 した.軟 骨は細胞に富

み好塩基性に染まる硝子様の基質を有し,ま たこの間

に介在して,不 規則梁状および網状をなし,基 質に一

部石灰沈着をともなう骨組織(図4)が 認められた.

これら骨組織は骨芽細胞をともない,ま たときに毛細

血管に富み細胞成分の少ない粗な骨髄組織と見徹され

るものがあつた.さ らに,一 層の円柱上皮により取 り

囲まれた腺腔様ないし拡張して嚢胞状の腔をなす構造

が大小多数散在していた.そ の上皮は胞体が明るく,

一見腸管における杯細胞の形状を呈した
.拡 張を示し

た腔内には淡赤色に染まる物質が認められた.ム チカ

ル ミン染色では,上 皮細胞の胞体および腔内の貯溜物

質はいずれも著明な陽性を示した.こ のほか小円形核

が散在する粗な組織がやや限局性に存在し,神 経膠組

織を思わせた.ま たクロマチソに富む楕円形核を有す

る細胞が管腔を囲んで多層性に放射状の配列を示し,

ときに黒褐色穎粒状色素 をともない,あ たかも網膜

(図5)を 思わしめる組織を呈した.以 上のような諸

要素が一塊となつて腫瘤をなし,隣 接する睾丸組織を

圧排 していた.病 理組織学的診断は成熟性奇形腫であ

つた.

術後経過=術 後経過は順調で,術 後1週 間で退院し

た.術 後1年2ヵ 月の現在,転 移等の徴候は認められ

ない,

症例H=43才,男 子.

初診;昭 和36年4月17日.

主訴;左 睾丸腫脹.

現病歴:20年 前左睾丸部に外傷を うけ,左 睾丸部の

腫脹を認めた.そ の腫脹は消失しなかつたが,疹 痛等

の自覚症状がなかつたのでそのまま放置していた.約

2ヵ 月前 より,そ の左睾丸部の腫脹は次第に増大して

きたので来院した,

既往歴および家族雁:特 記事項はない.

現症=体 格中等度.栄 養良好.腎 は両側ともふれな

.・,左幣丸は超鶏卵大で硬く,表 面は平滑,皮 膚 との

癒着はなく,透 光性 もない,右 陰嚢は驚卵大,波 動を

ふれ,透 光性(+)で あつた.

検査成績:血 液および尿検査で異常を認めない.胸

部 レ線写真 にも異常を認めない.赤 沈は1時 間値3

mm,2時 間値8mm,で あつた.

臨床診断:左 聖丸腫瘍,右 陰嚢水腫,

手 術:昭 和36年6月8日,腰 麻のものに左睾丸別出

術および右陰嚢水腫根治手術を施行した.

捌 出標本=図9の ごとく,大 きさ7.0×4.5×5.Ocm,

重量1309,楕 円形を呈し,表 面平滑,割 面は図10の

ごとく,灰 白色を呈し,多 数の毛髪と歯芽1ケ を認め

た.

組織学的所見:組 織学的には,い たるところに皮膚

組織 とこれに附随する汗腺,脂 腺,毛 髪等の皮膚附属

器が認められた.す なわち,嚢 胞の内腔より仔細に観

察すると,ま ず表皮角層にあたる部には著 し く多 量

の,し かし疎に重積した角質(図11)が 認められ,表

皮は不規則乳噛状および鋸歯状をなし凹凸不平が著し

い.表 皮層は数層よりなり扁平非薄であるが基底層に

はメラニソ色素の増生が顕著に見られた.真 皮結合織

は密に,あ るいは疎に配列し,多数の脂腺,毛 嚢ならび

に毛髪の散在が認め られた.さ らに,こ の間には不完

全ながら管腔を形成した小汗腺多数が群集性に見られ

た.な お嚢腫壁は著しく肥厚し,硝 子様に膨化した結

合織の増生が 目立つた.さ らに,そ のところどころに

石灰化巣が散在し,と きには巣状の組織球を混じた小

円形細胞浸潤が認められた。睾丸実質は全 く荒廃し小

円形細胞浸潤をともなつた間質結合織の増殖,硝 子化

が著明で,そ の間に萎縮性の精細管が散在していた.

病理組織学的診断は成熟性奇形腫であつた.

術後経過:術 後7日 目で退院.退 院後の血液検査,

胸部レ線像,静 脈性腎孟像等には異常は認められなか

つた.術 後約3年3ヵ 月の現在,転 移の徴候は認めら

れない.

考 按

われわ九 は昭和39年3月 まで本邦 に お い て

報告 され た 睾丸奇形腫 の127例1)10}12)"16)18)"22)

24)-26)28)-42⊃45)46)を集 め る ことがで きたので
,そ

れ に 自験2例 を加 えた129例 につ いて統 計的考

察 を試み た.

発 生頻度:聖 丸腫瘍 中奇形腫 の しめ る割 合は,

Rusche(1952)43,の15%か らLewis(1953)32,

の2.5%,太 田黒7)の4 .2%等 の 報告が み られ る.

本 邦の聖丸奇形腫 の実際 の報告 例数 につ いてみ

ると,小 島14)ほ か は1957年 迄 に82例 を 集 めてお
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り,わ れわれ はその後,1964年3月 迄 に45例 を

集 め るこ とがで きた.こ れ らの症例 に 自験 の2

例 を加 え ると本 邦報告例 は129例 に 達す るわ け

であ る.1958年 以 降 の1年 平均 発生数 は7.5例

で あ る.

年 令:奇 形腫 は21～25才 に最 も多 い と云 われ

てい るが,Rusche(1952)4e)は 平 均27才,

Pessin(1953)27》 は20～45才 が95%を 占 めてい

ると述べ てい る.本 邦129例 に よる と,ユ ～9

才 代が40例(31%)と 最 も多 く,次 いで20～29

才 代 の23例(17%),1～11ヵ 月 の17例(13%),

10～19才 代 の17例(13%)の 順 で,40～49才 代

のものは3例(2.3%),60才 以 上 の ものは4例

(3,1%)で あ つた.最 年 少 のものは3ヵ 月の

報告 があ り,次 いで7ヵ 月 の1例,8ヵ 月 の1

例 が見 られ,自 験 の第1例 は9ヵ 月で,こ れ等

に次 ぐものであつた.

患 側:左 右睾丸 のいずれ を好 んで侵すか につ

いては,左 右 とも 大 体同様 の 頻度で発生 す る

とい う報告が多 い.本 邦例129例 に ついて見 る

と,右 側63例(48%),左 側48例(37%),不

詳18(13%)で,右 側にやや多 い 傾 向 にあつ

た.自 験2例 は ともに左側 であつ た.

分 類:今 日多 くの睾丸腫 瘍分類法 が記載 され

てい るが,多 くの人 はDixsonandMoorez3)

お よ び.太 田黒7)の 分 類 に従 つ てい る ようで,

表1Dixon&Mooreの 分 類

GroupISeminoma,pure

GroupIIEmbryonalcarcino皿a,pureorwith

seminoma

GroupIIITeratoma,pureorwithseminoma

GroupIVTeratomawitheitherembryonal

carcinomaorchoriocarcinomaor

bothandwithorwithoutseminoma

G,。upVCh・ri・carci且 ・皿 ・,P・re・rwith

eithersemiaomaorembryonalcar-

cinomaorboth

表2太 田黒の分類(精 細胞性)

(1)Seminoma

(2)Embryonalcarcinoma

(・)T・ra・・m・踏 鼎 「e

(4)Choriocarcinoma

(5)(1)一(4)の 混 合 型
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この分類(表1,2)に129例 を あてて見 る と,

DixsonandMooreの 分 類ではGroupIII

(TeratomapureorWithseminoma)に 属 す

るもの と思われ るもの94例(72.8%),Group

IV(Teratomawitheitheremboryonalcar-

cinomaorchoriocarcinomaorbothandwith

orwithoutseminoma)に 属 す るもの と思 わ

れ るもの13例(10%),不 詳22例(16%)で あ

つた.ま た太 田黒 の分類 では(3)のTeratoma

matureに 属 す ると思 われ るもの80例(62%),

immatureに 属 す ると思われ るもの27例(20

%),不 詳22例(16%)で あ つた.自 験例 では

DixsonandMooreの 分 類 ではGroupIII

(Teratomapureorwithseminoma)に,

ま た太 田黒7》の分 類では(3)のTeratoma

matureに 属 す るもの と考 え られ る.

病 理組 織:病 理組織像において は 毛 髪,毛

根,皮 膚腺,汗 腺等 の皮膚附属器官,骨,軟

骨,歯,神 経等 の各組織 を含 んでいるのが多い

ようで ある.自 験例 につ いてみ る と,症 例1は

成熟性奇形腫で,軟 骨,骨,腸 管,神 経,脳,

毛 髪,毛 根,皮 膚腺,汗 腺等 の各組織がみ られ

た.症 例Hも 同 じ く成熟性奇形腫 で,皮 膚附属

器官,網 膜,歯,等 がみ られ た.石 神5}は 成 熟

奇形腫は精細胞 を起源 として無精生殖性 に生 じ

た ものか,あ るいは無精細胞 の一方 的分化 とし

て生 じた一種 の過誤腫 として認め られ るのか,

組 織学的にはそ の判別 は困難 であ り,悪 性 化の

傾向は少 くとも精細胞起源 の奇形腫 に多い と述

べ ている.本 邦129例 中 悪性 化を呈 した と記載

され てある ものは21例(16%)の み で あつた.

初 発症状:本 邦報告 の129例 中 主症状の 明記

され ている ものは94例(72%)で,そ のうち,

無 痛性腫脹 の64例(49%)が 最 も多 く.次 いで

陰嚢部 痙痛 の17例(13%),牽 引 痛の6例(4.6

%)等 で あつた.そ のほか鼠径部 の放散痛,腰

痛,歩 行障 害,下 肢 の浮腫等がみ られ た.自 験

2例 の初 発症状は ともに無痛性腫脹 であつ た。

治療:治 療 法は手術的治療,放 射線療法,ホ

ル モ ン療法,薬 物療 法,お よびこれ らの種 々な

る組 合せで あるが,転 移 の有無 にかか わ らず出

来 るだけ早 く除睾術 を行 な うことが原則 といわ
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れ る.本 邦127例 中治療法 が明記 された82例 で

は,そ の うち睾丸別 出術 を行 つ たものは78例

(95.1%)で,睾 丸捌 出術+レ 線照射併用 例2

例(2.4%),睾 丸 捌 出術 十 リンパ腺 廓清術1例

(1.2%),レ 線 照射 のみ1例(1.2%)で あ つ

た.自 験2例 では ともに睾丸別 出術 のみ が施行

された.石 神5)は 睾 丸腫瘍 は副睾丸,精 管 にお

よぶ ことは稀であ るが精管 に沿 う リンパ管 の走

行 を も考 えて精索は出来 るだけ広範 囲に摘 出す

ることが望 ましい と述べてい る.一 方,リ ソパ

腺は被膜 の一 部を除 きすべて後腹膜腔 の深部 に

及んでい ることか ら,Lewis32).Dixon&Mo-

ore23》 は 一応開腹 して良 く観察す ることが必要

であ るといい,太 田黒7)は 除 睾術+廓 清術+深

部照射を施行 した症例が最 も予後が よい と述べ

てい る.本 邦では まだなお諸家 の意見は まち ま

ちであ るが,少 な くとも放 射線療 法は奇 形腫 に

対 しては効果 が少ない と云 われてい る.

予 後:予 後に重要な影響を及ぼす 要 因 と し

て,太 田黒7)は 症 状 発見 より初 診 までの期間,

治 療法,腫 瘍組織 型,転 移 の有 無の4項 目が重

要であ ると 述べ てい る.Lewis32)は 成 熟奇 形

腫 の10例 中2例(20%)が 死 亡 した と述 べ,

Campbe1111)は 混 合奇形腫13例 中4例(33%)

が 死 亡 した と述べ てい る.悪 性化 と年令 との関

係 はRuhrmann44)に よれば,20～40才 代 に悪

性化す るのが最 も多 く,1～10才 代 に少 な く,

また,類 奇形腫は20～40才 代 に多 く,成 熟奇形

腫は1～10才 代 に多 い と述べ ている.わ れわれ

の集計 した129例 中,全 治 と明記 され た もの28

例(21.7%),悪 性 化 を示 した もの21例(16.3

%),不 詳80例(62.0%)で あつた.悪 性化 を

示 した と明記 された21例 につい てみ ると次 の ご

と くであつた.死 亡 と明記 され た も の は8例

(38.1%)で あ つた.症 状発現 より初診 まで の

最 も長い期間は12ヵ 月で,短 いのは3ヵ 月で あ

つた.治 療 法はすべて除睾術を施行,レ 線 照射

併用 は1例 にみ られた。組織 型は 類 奇 形 腫9

例,奇 形腫11例,そ のほか悪性奇形腫1例 であ

つ た.転 移 は肺,肝,後 腹膜,鼠 径 リソパ腺等

に転移 したもの12例 で,ほ か は不 明であつた.

年 令 との関係は20～29才 代11例 と多 く,次 いで

30～39才 代5例,40～49才 代3例,18才,3オ

9ヵ 月 の各 々1例 で あつ た.自 験 の小児例 は手

術後1年2ヵ 月経 過 したが健在 であ り,又 自験

の症例Hも 手術後3年3ヵ 月 を経過 したが,何

らの異常 も認 め られてい ない.

結 語

窒 丸奇 形腫2例 につ いて報告 した.症 例1は

9ヵ 月,男 子 で,左 側 に発生 し,治 療 は除睾術

に よつ て行 なつた.大 き さは2.4×1.4×1.6cm,

重 量 は69で あ つた.手 術後1年2ヵ 月を経過

した現在異常 は認 め られ ない.組 織 学的診断は

成熟奇形腫 であつた.症 例 ■は,43才 、 男 子

で,左 側 に発生,症 例1と 同様,除 睾術 を施行

した.大 き さは7.0×4.5x5.Ocmで,重 量 は

1309で あ つた.手 術後3年3ヵ 月 を経過 した

が,健 在 であ る.組 織学 的診断 は成 熟奇形腫 で

あつた.な お,本 邦 において,1964年3月 迄 報

告 された127例 に 自験の上記2例 を加 えた129例

の 睾丸奇 形腫 につ いての統 計的考察 を行 い,そ

の結 果を あわせて報告 した.

(本論文の要旨は第1例 は日本泌尿器科学会第143

回東北地方会において演述 し,第2例 は 日本泌尿器科

学会第26回 東部連合地方会において誌上発表した.)
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